
JP 6421781 B2 2018.11.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、
　端部が前記コアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、
　前記コアプレートの端部に設けられた接合部（ＢＲ）において前記コアプレートと接合
された補強プレート（９）とを備えており、
　前記コアプレートは、
　複数の前記チューブが接合された底板（２１）と、
　前記底板から延び出しており、前記長さ方向に沿って広がる側壁（２２）と、
　前記側壁の縁から前記側壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って延びるように前記側壁に形成さ
れ、前記接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中に位置してお
り、前記コアプレートの変形を可能とするサイド変形可能部（４１、７４１、９４１）と
、
　複数の前記チューブを受け入れ、複数の前記チューブと接合されるために前記底板に形
成された隆起部（２６）と、
　前記コアプレートの幅方向（ＷＤ）に沿って前記隆起部を横切って延びるように前記底
板に形成され、前記接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中に
位置しており、前記コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置されるシール部材（
２７）が接触するシール面（２５）の上の空洞に前記幅方向のサイド開口が連通している
リブ（４５、８４５）とを有する熱交換器。
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【請求項２】
　前記サイド変形可能部は、前記コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置される
シール部材（２７）が接触するシール面（２５）に到達している請求項１に記載の熱交換
器。
【請求項３】
　前記サイド変形可能部は、前記側壁を貫通して形成されたサイドスリット（４１、７４
１）である請求項１または請求項２に記載の熱交換器。
【請求項４】
　前記リブの底は、前記シール面に到達している請求項１から請求項３のいずれかに記載
の熱交換器。
【請求項５】
　前記サイド変形可能部と前記リブとは、前記長さ方向における同じ位置に位置している
請求項１から請求項４のいずれかに記載の熱交換器。
【請求項６】
　前記コアプレートは、
　前記底板から延び出しており、前記コアプレートの端部に位置し、前記接合部が設けら
れた端壁（２３）と、
　前記接合部の両側において、前記端壁の縁から前記端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って前
記接合部を越えて延びるように前記端壁に形成され、それらの間に前記底板から延び出す
とともに前記接合部を有する接合片（２８）を区画形成し、前記接合片の変形を可能とす
るエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する請求項１から請求項５のいずれかに記載
の熱交換器。
【請求項７】
　長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、
　端部が前記コアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、
　前記コアプレートの端部に設けられた接合部（ＢＲ）において前記コアプレートと接合
された補強プレート（９）とを備えており、
　前記コアプレートは、
　複数の前記チューブが接合された底板（２１）と、
　前記底板から延び出しており、前記長さ方向に沿って広がる側壁（２２）と、
　前記側壁の縁から前記側壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って延びるように前記側壁に形成さ
れ、前記接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中に位置してお
り、前記コアプレートの変形を可能とするサイド変形可能部（４１、７４１、９４１）と
、
　前記底板から延び出しており、前記コアプレートの端部に位置し、前記接合部が設けら
れた端壁（２３）と、
　前記接合部の両側において、前記端壁の縁から前記端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って前
記接合部を越えて延びるように前記端壁に形成され、それらの間に前記底板から延び出す
とともに前記接合部を有する接合片（２８）を区画形成し、前記接合片の変形を可能とす
るエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する熱交換器。
【請求項８】
　前記サイド変形可能部は、前記コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置される
シール部材（２７）が接触するシール面（２５）に到達している請求項７に記載の熱交換
器。
【請求項９】
　前記サイド変形可能部は、前記側壁を貫通して形成されたサイドスリット（４１、７４
１）である請求項７または請求項８に記載の熱交換器。
【請求項１０】
　長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、
　端部が前記コアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、
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　前記コアプレートの端部に設けられた接合部（ＢＲ）において前記コアプレートと接合
された補強プレート（９）とを備えており、
　前記コアプレートは、
　複数の前記チューブが接合された底板（２１）と、
　複数の前記チューブを受け入れ、複数の前記チューブと接合されるために前記底板に形
成された隆起部（２６）と、
　前記コアプレートの幅方向（ＷＤ）に沿って前記隆起部を横切って延びるように前記底
板に形成され、前記接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中に
位置しており、前記コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置されるシール部材（
２７）が接触するシール面（２５）の上の空洞に前記幅方向のサイド開口が連通している
リブ（４５、８４５）と、
　前記底板から延び出しており、前記コアプレートの端部に位置し、前記接合部が設けら
れた端壁（２３）と、
　前記接合部の両側において、前記端壁の縁から前記端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って前
記接合部を越えて延びるように前記端壁に形成され、それらの間に前記底板から延び出す
とともに前記接合部を有する接合片（２８）を区画形成し、前記接合片の変形を可能とす
るエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する熱交換器。
【請求項１１】
　前記リブの底は、前記シール面に到達している請求項１０に記載の熱交換器。
【請求項１２】
　長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、
　端部が前記コアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、
　前記コアプレートの端部に設けられた接合部（ＢＲ）において前記コアプレートと接合
された補強プレート（９）とを備えており、
　前記コアプレートは、
　複数の前記チューブが接合された底板（２１）と、
　前記底板から延び出しており、前記コアプレートの端部に位置し、前記接合部が設けら
れた端壁（２３）と、
　前記接合部の両側において、前記端壁の縁から前記端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って前
記接合部を越えて延びるように前記端壁に形成され、それらの間に前記底板から延び出す
とともに前記接合部を有する接合片（２８）を区画形成し、前記接合片の変形を可能とす
るエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する熱交換器。
【請求項１３】
　前記エンド変形可能部は、前記コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置される
シール部材（２７）が接触するシール面（２５）に到達している請求項６から請求項１２
のいずれかに記載の熱交換器。
【請求項１４】
　前記エンド変形可能部は、前記端壁を貫通して形成されたエンドスリットである請求項
６から請求項１３のいずれかに記載の熱交換器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この明細書における開示は、複数のチューブがタンクに接続された熱交換器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１－４は、熱交換器を開示する。熱交換器は、複数のチューブが接続されるプ
レートを有する。このプレートは、チューブプレートまたはコアプレートといった多様な
呼び名で呼ばれる。この明細書では、コアプレートの名称を用いる。
【０００３】
　熱交換器においては、複数のチューブなどの部材における温度差に起因する伸縮量の差
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に起因して、部材または接合部の変形または破損が生じることが知られている。このよう
な現象は、熱歪で呼ばれている。
【０００４】
　特許文献１－３は、コアプレートの両端部に熱歪が表れることを開示する。さらに、特
許文献１－３は、コアプレートの形状、または端部の補強プレートの形状による改良を提
案している。特許文献４は、コアプレートの四隅に、スリット状の切り込みを形成してい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２１３８８９号公報
【特許文献２】特開２００８－１１６１０１号公報
【特許文献３】特開２００７－１２０８２７号公報
【特許文献４】特開２００８－１３２５７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　熱交換器には、熱歪に対して高い耐性を発揮することが求められている。例えば、媒体
の温度変化が大きいシステム、媒体の流量変化が大きいシステムでは、熱交換器に大きい
温度差が生じることがある。このような観点において、従来技術は熱歪に対する十分な対
策を提供していない。上述の観点において、または言及されていない他の観点において、
熱交換器にはさらなる改良が求められている。
【０００７】
　開示されるひとつの目的は、熱歪が抑制された熱交換器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　開示される熱交換器は、長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、端部
がコアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、コアプレートの端部に設けられた
接合部（ＢＲ）においてコアプレートと接合された補強プレート（９）とを有する。コア
プレートは、複数のチューブが接合された底板（２１）と、底板から延び出しており、長
さ方向に沿って広がる側壁（２２）と、側壁の縁から側壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って延
びるように側壁に形成され、接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ
）の中に位置しており、コアプレートの変形を可能とするサイド変形可能部（４１、７４
１）と、複数のチューブを受け入れ、複数のチューブと接合されるために底板に形成され
た隆起部（２６）と、コアプレートの幅方向（ＷＤ）に沿って隆起部を横切って延びるよ
うに底板に形成され、接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中
に位置しており、コアプレートとタンクカバー（５）との間に配置されるシール部材（２
７）が接触するシール面（２５）の上の空洞に幅方向のサイド開口が連通しているリブ（
４５、８４５）とを有する。
【０００９】
　開示される熱交換器によると、サイド変形可能部は、接合部と最初のチューブとの間の
エンド領域の中においてコアプレートの変形を可能とする。複数のチューブと補強プレー
トとの間における温度差に起因して伸縮量に差が生じることがある。この場合、サイド変
形可能部は、コアプレートの変形を促すことによってコアプレートとチューブとの接合部
における歪を抑制する。
【００１０】
　開示される熱交換器は、長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、端部
がコアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、コアプレートの端部に設けられた
接合部（ＢＲ）においてコアプレートと接合された補強プレート（９）とを備えており、
コアプレートは、複数のチューブが接合された底板（２１）と、底板から延び出しており
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、長さ方向に沿って広がる側壁（２２）と、側壁の縁から側壁の高さ方向（ＨＤ）に沿っ
て延びるように側壁に形成され、接合部と最初のチューブ（７ａ）との間のエンド領域（
ＥＲ）の中に位置しており、コアプレートの変形を可能とするサイド変形可能部（４１、
７４１、９４１）と、底板から延び出しており、コアプレートの端部に位置し、接合部が
設けられた端壁（２３）と、接合部の両側において、端壁の縁から端壁の高さ方向（ＨＤ
）に沿って接合部を越えて延びるように端壁に形成され、それらの間に底板から延び出す
とともに接合部を有する接合片（２８）を区画形成し、接合片の変形を可能とするエンド
変形可能部（４３、７４３）とを有する。
　開示される熱交換器は、長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、端部
がコアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、コアプレートの端部に設けられた
接合部（ＢＲ）においてコアプレートと接合された補強プレート（９）とを有する。コア
プレートは、複数のチューブが接合された底板（２１）と、複数のチューブを受け入れ、
複数のチューブと接合されるために底板に形成された隆起部（２６）と、コアプレートの
幅方向（ＷＤ）に沿って隆起部を横切って延びるように底板に形成され、接合部と最初の
チューブ（７ａ）との間のエンド領域（ＥＲ）の中に位置しており、コアプレートとタン
クカバー（５）との間に配置されるシール部材（２７）が接触するシール面（２５）の上
の空洞に幅方向のサイド開口が連通しているリブ（４５、８４５）と、底板から延び出し
ており、コアプレートの端部に位置し、接合部が設けられた端壁（２３）と、接合部の両
側において、端壁の縁から端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って接合部を越えて延びるように
端壁に形成され、それらの間に底板から延び出すとともに接合部を有する接合片（２８）
を区画形成し、接合片の変形を可能とするエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する
。
【００１１】
　開示される熱交換器によると、リブは、接合部と最初のチューブとの間のエンド領域の
中においてコアプレートの変形を可能とする。複数のチューブと補強プレートとの間にお
ける温度差に起因して伸縮量に差が生じることがある。この場合、リブは、コアプレート
の変形を促すことによってコアプレートとチューブとの接合部における歪を抑制する。
【００１２】
　開示される熱交換器は、長さ方向（ＬＤ）に沿って細長いコアプレート（６）と、端部
がコアプレートに接合された複数のチューブ（７）と、コアプレートの端部に設けられた
接合部（ＢＲ）においてコアプレートと接合された補強プレート（９）とを有する。コア
プレートは、複数のチューブが接合された底板（２１）と、底板から延び出しており、コ
アプレートの端部に位置し、接合部が設けられた端壁（２３）と、接合部の両側において
、端壁の縁から端壁の高さ方向（ＨＤ）に沿って接合部を越えて延びるように端壁に形成
され、それらの間に底板から延び出すとともに接合部を有する接合片（２８）を区画形成
し、接合片の変形を可能とするエンド変形可能部（４３、７４３）とを有する。
【００１３】
　開示される熱交換器によると、エンド変形可能部は、コアプレートと補強プレートとの
間の接合部を提供する接合片の変形を可能とする。複数のチューブと補強プレートとの間
における温度差に起因して伸縮量に差が生じることがある。この場合、エンド変形可能部
は、接合片の変形を促すことによってコアプレートとチューブとの接合部における歪を抑
制する。
【００１４】
　この明細書における開示された複数の態様は、それぞれの目的を達成するために、互い
に異なる技術的手段を採用する。請求の範囲およびこの項に記載した括弧内の符号は、後
述する実施形態の部分との対応関係を例示的に示すものであって、技術的範囲を限定する
ことを意図するものではない。この明細書に開示される目的、特徴、および効果は、後続
の詳細な説明、および添付の図面を参照することによってより明確になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】第１実施形態に係る熱交換器の正面図である。
【図２】第１実施形態の熱交換器の部分拡大図である。
【図３】第１実施形態のコアプレートの平面図である。
【図４】第１実施形態の熱交換器の側面図である。
【図５】第１実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図６】第１実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図７】第２実施形態の熱交換器の側面図である。
【図８】第２実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図９】第３実施形態の熱交換器の側面図である。
【図１０】第３実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１１】第４実施形態の熱交換器の側面図である。
【図１２】第４実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１３】第５実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１４】第６実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１５】第７実施形態の熱交換器の側面図である。
【図１６】第７実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１７】第７実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１８】第８実施形態の熱交換器の部分断面図である。
【図１９】第９実施形態の熱交換器の部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図面を参照しながら、複数の実施形態を説明する。複数の実施形態において、機能的に
および／または構造的に対応する部分および／または関連付けられる部分には同一の参照
符号、または３桁の最上位桁が異なる参照符号が付される場合がある。対応する部分およ
び／または関連付けられる部分については、他の実施形態の説明を参照することができる
。
【００１７】
　第１実施形態
　図１において、熱交換器１は、第１媒体が循環的に流れる媒体回路１１の一部を提供し
ている。媒体回路１１は、熱源装置（ＨＤ）１２を含む。熱源装置１２において発生した
熱は、第１媒体によって運ばれる。熱交換器１は、第１媒体を流すための通路を区画形成
している。熱交換器１は、第１媒体と第２媒体との間の熱交換を提供する。熱交換器１は
、例えば、車両に搭載される車両用熱交換器である。熱源装置１２は、例えば、車両の動
力用内燃機関、動力用電動機、インバータなどの冷却を要する機器である。第１媒体は、
例えば、冷却水である。第２媒体は、例えば、大気である。
【００１８】
　熱交換器１は、一対のタンク部２、３および、これらタンク部２、３の間に設けられた
コア部４を有する。タンク部２、３は、第１媒体を複数の通路へ分配する分配部および複
数の通路から第１媒体を集める集合部を提供する。図示の例では、タンク部２は、入口タ
ンクを提供する。タンク部３は、出口タンクを提供する。コア部４は、第１媒体のための
複数の通路と、第２媒体のための複数の通路とを区画形成する。
【００１９】
　熱交換器１は、タンク部２、３を提供するタンクカバー５、およびコアプレート６を有
する。タンクカバー５とコアプレート６とは、シール部材を介して連結されることにより
タンク部２、３を形成する。コアプレート６は、タンクカバー５の開口端を受け入れる凹
部と、タンクカバー５を係止するように曲げられた複数のフック部とを有する。タンクカ
バー５とコアプレート６とは、コアプレート６の縁に設けられた複数のフック部によって
連結されている。熱交換器１は、２つのタンクカバー５と、２つのコアプレート６とを有
する。
【００２０】
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　熱交換器１は、コア部４を提供する複数のチューブ７と、複数のアウタフィン８とを有
する。コアプレート６は、コア部４を形成する部材のひとつと考えられてもよい。複数の
チューブ７と複数のアウタフィン８とは、コア部４を形成するように配列されている。複
数のチューブ７は、所定の間隔をもって配列されている。複数のチューブ７は、コアプレ
ート６の長さ方向に沿って互いに平行に配置されている。複数のチューブ７の間には、第
２媒体のための通路が区画形成されている。チューブ７は、その内部に第１媒体のための
通路を形成する。アウタフィン８は、隣接する２つのチューブ７の間に配置されている。
アウタフィン８は、チューブ７に接触している。アウタフィン８は、第２媒体の通路の中
に配置されている。アウタフィン８は、チューブ７と第２媒体との熱交換面積を拡大する
ために貢献する。アウタフィン８は、熱交換促進部材とも呼ばれる。
【００２１】
　複数のチューブ７は、コアプレート６に接合されている。チューブ７の一端は、一方の
コアプレート６に接合されている。チューブ７の他端は、他方のコアプレート６に接合さ
れている。チューブ７とコアプレート６とは、チューブ７内の通路が、タンク部２、３の
内部に連通するように接合されている。図示の例では、チューブ７の端部は、コアプレー
ト６を貫通するように挿し込まれている。
【００２２】
　熱交換器１は、補強プレート９を有する。熱交換器１は、２つの補強プレート９を有す
る。補強プレート９は、コア部４の両端に設けられている。補強プレート９は、２つのコ
アプレート６を連結している。補強プレート９は、最も端のアウタフィン８と連結されて
いる。言い換えると、アウタフィン８が、チューブ７と補強プレート９との間に設けられ
ている。
【００２３】
　タンクカバー５は、例えば、樹脂製である。コアプレート６、チューブ７、アウタフィ
ン８、および補強プレート９は、銅、アルミニウムなどの金属製である。コアプレート６
、チューブ７、アウタフィン８、および補強プレート９は、接合部材によって接合されて
いる。接合部材は、例えば、ろう材である。複数のチューブ７は、その両端部において、
コアプレート６に接合されている。複数のアウタフィン８は、少なくともひとつのチュー
ブ７に接合されている。補強プレート９は、その両端部において２つのコアプレート６に
接合されている。
【００２４】
　図２、図３、図４、図５、および図６において、熱交換器１の隅部が図示されている。
図３は、図２における矢印ＩＩＩから見た平面図である。図４は、図２における矢印ＩＶ
から見た側面図である。図５は、図４のＶ－Ｖ線における断面図である。図６は、図４の
ＶＩ－ＶＩ線における断面図である。図中においては、コアプレート６の深さがやや強調
されて描かれている。
【００２５】
　以下の説明では、理解を容易にするために、図２における上を上方と呼び、下を下方と
呼ぶ。高さ方向ＨＤは、チューブ７の長手方向に対応する。多くの場合、高さは、シール
面２５から上方向への高さを指す。長さ方向ＬＤは、コアプレート６の長手方向に対応す
る。幅方向ＷＤは、コアプレート６の長手方向と直交する方向（短手方向）に対応する。
多くの場合、深さは、当該部位の上から下、または下から上への深さを指す。なお、上下
などの空間的な語は、熱交換器１の実際の設置状態を表すものではない。
【００２６】
　図２および図３において、コアプレート６は、長さ方向ＬＤに沿って細長い。コアプレ
ート６は、浅い皿状である。コアプレート６は、細長い長方形の底板２１を有する。コア
プレート６は、底板２１の少なくとも四辺に設けられた側壁２２および端壁２３を有する
。
【００２７】
　底板２１は、複数のチューブ７と接合されている。底板２１は、複数のチューブ７を受
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け入れるための複数の貫通穴を有する。底板２１は、複数のチューブ７を受け入れるため
に適した形状を与えられている。底板２１は、複数のチューブ７との接合に適した形状を
与えられている。
【００２８】
　２つの側壁２２は、底板２１の長辺に設けられている。側壁２２は、底板２１から延び
出しており、長さ方向ＬＤに沿って広がっている。２つの端壁２３は、底板２１の短辺に
設けられている。端壁２３は、底板２１から延び出している。端壁２３は、コアプレート
６の端部に位置している。端壁２３には、接合部ＢＲが設けられている。底板２１と側壁
２２および端壁２３との間には、丸い角部が形成されている。側壁２２と端壁２３との間
には、丸い角部が形成されている。側壁２２および端壁２３の縁には、複数のフック部２
４が形成されている。これらフック部２４は、タンクカバー５を係止するように曲げられ
る。図中には、フック部２４が曲げられる前の形状が図示されている。
【００２９】
　底板２１は、側壁２２および端壁２３に沿って延びるシール面２５を有する。シール面
２５は、側壁２２および端壁２３に沿って環状に延びている。
【００３０】
　図５には、シール部材２７が図示されている。シール面２５は、シール部材２７と接触
する。シール部材２７は、シール面２５に沿って配置されている。シール部材２７は、シ
ール面２５とタンクカバー５の開口端とに接触する。
【００３１】
　図２および図３に戻り、底板２１は、隆起部２６を有する。隆起部２６は、コアプレー
ト６の内側に向けて隆起している。隆起部２６は、複数のチューブ７を受け入れ、複数の
チューブ７と接合されるために適した形状を底板２１に形成する。隆起部２６は、チュー
ブ７を受け入れるための貫通穴と凹部とを提供する。隆起部２６は、底板２１の中央部に
形成されている。シール面２５は、隆起部２６を囲むように延びている。
【００３２】
　端壁２３は、補強プレート９と接合される第１接合片２８を提供する。第１接合片２８
は、底板２１に直接的に連続している。第１接合片２８は、底板２１から延び出す板片で
ある。
【００３３】
　補強プレート９は、コアプレート６の端部に設けられた接合部ＢＲにおいてコアプレー
ト６と接合されている。補強プレート９は、端壁２３または第１接合片２８と接合される
第２接合片３１を有する。補強プレート９は、コア部４に沿って延びている端壁部３２を
有する。端壁部３２は、断面コ字型である。補強プレート９は、第２接合片３１と端壁部
３２とを連結する連結部３３を有する。連結部３３は、端壁部３２の長手方向に対して交
差するように延びている。連結部３３は、補強プレート９の長手方向における長さを調節
可能な調節部でもある。
【００３４】
　図４に図示されるように、第１接合片２８と第２接合片３１とは、接合部ＢＲにおいて
接合部材によって接合されている。接合部ＢＲは、底板２１から離れて位置づけられてい
る。
【００３５】
　図２および図３において、コアプレート６は、サイド変形可能部を有する。サイド変形
可能部は、２つのサイドスリット４１、４１によって提供されている。サイドスリット４
１、４１は、両方の側壁２２、２２に設けられている。サイドスリット４１は、コアプレ
ート６の端部におけるエンド領域ＥＲの中に位置づけられている。言い換えると、サイド
スリット４１は、エンド領域ＥＲの中であって、かつ側壁２２の平面領域の中に設けられ
ている。エンド領域ＥＲは、接合部ＢＲと、端から最初のチューブ７ａとの間に対応して
いる。最初のチューブ７ａとコアプレート６との接合部には比較的大きい歪が生じる。
【００３６】
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　サイドスリット４１は、側壁２２を貫通している。サイドスリット４１は、側壁２２の
高さ方向ＨＤに真っ直ぐに延びている。サイドスリット４１は、側壁２２の縁から、底板
２１と側壁２２との境界の角部に到達している。サイドスリット４１は、側壁２２の縁か
ら、シール面２５に到達する深いスリットである。サイドスリット４１が形成された部分
には、側壁２２がない。サイドスリット４１の幅は、エンド領域ＥＲの幅より小さい。サ
イドスリット４１は、側壁２２と端壁２３との間の角部を残すように位置づけられている
。
【００３７】
　図５および図６に図示されるように、サイドスリット４１は、側壁２２を長さ方向ＬＤ
に関して分断している。サイドスリット４１は、分断スリットとも呼ばれる。この結果、
コアプレート６は、サイドスリット４１に起因して、矢印ＴＤの曲げ方向に関して変形し
やすくなる。矢印ＴＤの曲げ方向は、コアプレート６の長さ方向ＬＤに関して、コアプレ
ート６の端部を高さ方向ＨＤへ変位させる方向である。複数のチューブ７と補強プレート
９との間に大きい温度差が生じる場合、伸縮量の差に起因して、コアプレート６とチュー
ブ７との間に、歪が発生することがある。この場合、コアプレート６はサイドスリット４
１においてしなやかに変形し、コアプレート６とチューブ７との間における歪を抑制する
。
【００３８】
　サイド変形可能部は、側壁２２の縁から側壁２２の高さ方向ＨＤに沿って延びるように
側壁２２に形成されている。サイド変形可能部は、接合部ＢＲと最初のチューブ７ａとの
間のエンド領域ＥＲの中に位置している。サイド変形可能部は、コアプレート６の変形を
可能とする。サイドスリット４１は、コアプレート６における変形を生じやすくする変形
促進部とも呼ぶことができる。サイドスリット４１は、幅方向ＷＤに延びる線上における
変形を生じやすくする。サイドスリット４１は、コアプレート６の剛性を部分的に低下さ
せる低剛性部とも呼ぶことができる。サイドスリット４１は、コアプレート６上に相対的
に強度的に弱い部分を形成するから、脆弱部とも呼ぶことができる。
【００３９】
　図３および図４において、コアプレート６は、エンド変形可能部を有する。エンド変形
可能部は、２つのエンドスリット４３、４３によって提供されている。エンドスリット４
３、４３は、端壁２３に設けられている。エンドスリット４３は、第１接合片２８の両側
に設けられている。エンドスリット４３は、端壁２３の中に第１接合片２８を区画してい
る。言い換えると、第１接合片２８は、エンドスリット４３によって区画形成されている
。エンドスリット４３は、接合部ＢＲの両側に設けられている。
【００４０】
　エンドスリット４３は、端壁２３を貫通している。エンドスリット４３は、端壁２３の
高さ方向ＨＤに真っ直ぐに延びている。エンドスリット４３は、端壁２３の縁から、接合
部ＢＲを越えて下方向へ延びている。エンドスリット４３は、端壁２３の縁から、底板２
１と端壁２３との境界の角部に到達している。エンドスリット４３は、端壁２３の縁から
、シール面２５に到達する深いスリットである。エンドスリット４３の幅は、第１接合片
２８の幅より小さい。エンドスリット４３は、側壁２２と端壁２３との間の角部を残すよ
うに位置づけられている。
【００４１】
　エンドスリット４３は、端壁２３から第１接合片２８を分離させている。この結果、第
１接合片２８は、底板２１から高さ方向ＨＤに延び出す独立した舌片として形成される。
これにより、第１接合片２８は、図５に図示される矢印ＴＤの方向に関して変形しやすく
なる。言い換えると、第１接合片２８は、倒れるように変形しやすい。この結果、第１接
合片２８は、しなやかに変形し、コアプレート６とチューブ７との間における歪を抑制す
る。
【００４２】
　エンド変形可能部は、接合部ＢＲの両側において、端壁２３の縁から端壁２３の高さ方
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向ＨＤに沿って接合部ＢＲを越えて延びるように端壁２３に形成されている。２つのエン
ド変形可能部は、それらの間に底板２１から延び出すとともに接合部ＢＲを有する第１接
合片２８を区画形成している。エンド変形可能部は、第１接合片２８の長さ方向ＬＤおよ
び高さ方向ＨＤにおける変形、すなわち倒れを可能とする。エンドスリット４３は、第１
接合片２８の比較的自由な変形を生じやすくする変形促進部とも呼ぶことができる。エン
ドスリット４３は、長さ方向ＬＤおよび高さ方向ＨＤにおける第１接合片２８の変形を可
能とする。エンドスリット４３は、コアプレート６の剛性を部分的に低下させる低剛性部
とも呼ぶことができる。エンドスリット４３は、コアプレート６上に相対的に強度的に弱
い部分を形成するから、脆弱部とも呼ぶことができる。
【００４３】
　図３、図５、および図６において、コアプレート６は、リブ４５を有する。リブ４５は
、底板２１に設けられている。リブ４５は、隆起部２６の中に設けられている。リブ４５
は、コアプレート６の内側において、凹形状である。リブ４５は、コアプレート６の内側
、すなわちタンク部２、３の内部側に向けて開いたＵ字状断面を有する。リブ４５は、隆
起部２６の中に隆起部２６より低い部位を提供する。リブ４５は、コアプレート６を幅方
向ＷＤに沿って横断するように延びている。リブ４５は、側壁２２から側壁２２へ向かう
幅方向ＷＤに沿って延びている。リブ４５は、エンド領域ＥＲの範囲内に位置づけられて
いる。
【００４４】
　リブ４５は、隆起部２６を横断している。リブ４５は、上向きの上部開口と、横向きの
サイド開口とを有する。上部開口は、隆起部２６の上に細長く開口している。サイド開口
は、隆起部２６の側面に開口している。リブ４５内の空洞は、幅方向ＷＤに関して真っ直
ぐに、サイド開口を経由して、シール面２５の上の空洞に連通している。リブ４５は、隆
起部２６の両側においてシール面２５の上の空洞に開口している。リブ４５内の空洞は、
その両端においてシール面２５上の空洞に連通している。なお、シール面２５の上の空洞
には、シール部材２７とタンクカバー５とが配置される。
【００４５】
　リブ４５の底は、シール面２５と同じ高さに位置している。よって、リブ４５は、リブ
４５の底面と、シール面２５とが平面として連続するように形成されている。リブ４５は
、底板２１の上に、隆起部２６のような凸部をもたない平面部を提供する。
【００４６】
　図示されるように、リブ４５は、隆起部２６を長さ方向ＬＤに関して分断している。リ
ブ４５は、分断リブとも呼ばれる。この結果、コアプレート６は、リブ４５に起因して、
矢印ＴＤの方向に関して変形しやすくなる。コアプレート６はリブ４５においてしなやか
に変形し、コアプレート６とチューブ７との間における歪を抑制する。
【００４７】
　リブ４５は、コアプレート６の幅方向ＷＤに沿って隆起部２６を横切って延びるように
底板２１に形成されている。リブ４５は、接合部ＢＲと最初のチューブ７ａとの間のエン
ド領域ＥＲの中に位置している。リブ４５は、コアプレート６とタンクカバー５との間に
配置されるシール部材２７が接触するシール面２５の上の空洞に幅方向ＷＤの端部が連通
している。リブ４５は、コアプレート６における変形を生じやすくする変形促進部とも呼
ぶことができる。リブ４５は、幅方向ＷＤに延びる線上における変形を引き起こすから、
線状変形促進部とも呼ぶことができる。リブ４５は、コアプレート６の剛性を部分的に低
下させる低剛性部とも呼ぶことができる。リブ４５は、コアプレート６上に相対的に強度
的に弱い部分を形成するから、脆弱部とも呼ぶことができる。
【００４８】
　図示されるように、サイドスリット４１とリブ４５とは、エンド領域ＥＲの中に位置付
けられている。しかも、サイドスリット４１とリブ４５とは、長さ方向ＬＤにおける同じ
位置に設けられている。これにより、コアプレート６はサイドスリット４１およびリブ４
５の位置において変形しやすい。
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【００４９】
　以上に述べた実施形態によると、接合部ＢＲと、端から最初のチューブ７ａとの間に、
サイドスリット４１およびリブ４５が設けられる。これにより、サイドスリット４１およ
びリブ４５の位置においてコアプレート６の剛性が抑制される。これにより、コアプレー
ト６は、サイドスリット４１およびリブ４５の位置においてしなやかに変形することがで
きる。よって、コアプレート６とチューブ７との間における歪が抑制される。コアプレー
ト６は、第１接合片２８の両側に深いエンドスリット４３、４３を有する。これにより、
第１接合片２８は倒れるように変形することができる。よって、コアプレート６とチュー
ブ７との間における歪が抑制される。
【００５０】
　第２実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。図８は、図７の
ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線における断面図である。図７および図８において、コアプレート６
は、サイドスリット４１を有する。コアプレート６は、エンドスリット４３およびリブ４
５を備えない。この実施形態でも、サイドスリット４１によってコアプレート６とチュー
ブ７との間における歪が抑制される。
【００５１】
　第３実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。図１０は、図９
のＸ－Ｘ線における断面図である。図９および図１０において、コアプレート６は、エン
ドスリット４３を有する。コアプレート６は、サイドスリット４１およびリブ４５を備え
ない。この実施形態でも、エンドスリット４３によってコアプレート６とチューブ７との
間における歪が抑制される。
【００５２】
　第４実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。図１２は、図１
１のＸＩＩ－ＸＩＩ線における断面図である。図１１および図１２において、コアプレー
ト６は、リブ４５を有する。コアプレート６は、サイドスリット４１およびエンドスリッ
ト４３を備えない。この実施形態でも、リブ４５によってコアプレート６とチューブ７と
の間における歪が抑制される。
【００５３】
　第５実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。上記実施形態で
は、第１接合片２８は、端壁２３と平行に位置している。これに代えて、第１接合片２８
は多様な形状をもつことができる。例えば、第１接合片２８は、端壁２３から独立して変
形しやすい形状をもつことができる。
【００５４】
　図１３において、コアプレート６は、第１接合片５２８を有する。第１接合片５２８は
、エンドスリット４３によって区画形成されている。第１接合片５２８は、底板２１と接
合部ＢＲとの間に傾斜部２９を有する。傾斜部２９は、第１接合片５２８を端壁２３より
外側に位置付ける。傾斜部２９は、矢印ＴＤの方向において第１接合片５２８を変形しや
すくする。傾斜部２９は、変形促進部とも呼ばれる。この実施形態によると、傾斜部２９
によって第１接合片５２８の変形が促進される。よって、コアプレート６とチューブ７と
の間における歪が抑制される。
【００５５】
　第６実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。上記実施形態で
は、第１接合片２８、５２８と第２接合片３１との間の接合は、平板と平板との間の接合
によって提供されている。これに代えて、多様な接合形状を採用することができる。例え
ば、端壁２３の一部と、補強プレート９とを機械的に噛み合わせる機械的な連結と、接合



(12) JP 6421781 B2 2018.11.14

10

20

30

40

50

部材による接合とを併用してもよい。
【００５６】
　図１４において、コアプレート６は、第１接合片６２８を有する。第１接合片６２８は
、第２接合片３１を機械的に係止するクリップ部として形成されている。クリップ部は、
第２接合片３１を内部に収容するＵ字状断面の部分によって提供されている。クリップ部
は、第１接合片６２８を折曲げることによって形成されている。クリップ部は、第２接合
片３１に機械的に噛みあっている。クリップ部は、接合工程の前における、第１接合片６
２８と第２接合片３１との連結を可能とする。さらに、第１接合片６２８と第２接合片３
１との間は、接合部材によって接合されている。この実施形態によると、コアプレート６
と補強プレート９との強固な連結が得られる。さらに、先行する実施形態と同様の作用効
果が得られる。
【００５７】
　第７実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。上記実施形態で
は、図３に図示されるように、サイドスリット４１、およびエンドスリット４３は、シー
ル面２５に到達している。また、リブ４５の底面は、シール面２５に到達している。これ
に代えて、スリットは、シール面２５に到達しない程度のやや浅い深さを有していてもよ
い。また、リブは、シール面２５に到達しない程度のやや浅い深さを有していてもよい。
図１６は、図１５のＸＶＩ－ＸＶＩ線における断面図である。図１７は、図１６のＸＶＩ
Ｉ－ＸＶＩＩ線における断面図である。
【００５８】
　図１５、図１６、および図１７において、コアプレート６は、サイドスリット７４１を
有する。サイドスリット７４１の深さは、サイドスリット４１の深さより浅い。サイドス
リット７４１は、底板２１と側壁２２との間の曲がり部、すなわち角部に到達しない深さ
を有している。サイドスリット７４１は、側壁２２の縁から、隆起部２６の高さに到達す
る深さを有する。浅いサイドスリット７４１は、そのサイドスリット７４１におけるコア
プレート６の変形を容易にするが、シール面２５およびシール部材２７を収容する凹部の
変形を抑制する。
【００５９】
　コアプレート６は、エンドスリット７４３を有する。エンドスリット７４３は、エンド
スリット７４３の深さは、エンドスリット４３の深さより浅い。エンドスリット７４３は
、底板２１と側壁２２との間の曲がり部、すなわち角部に到達しない深さを有している。
エンドスリット７４３は、側壁２２の縁から、接合部ＢＲの両側をとおり、接合部ＢＲよ
り下に到達する深さを有する。エンドスリット７４３の幅は、エンドスリット４３の幅よ
り細い。エンドスリット７４３の幅は、第１接合片２８の変形しやすさに影響しないから
、比較的自由な設定が可能である。エンドスリット７４３は、第１接合片２８を倒れるよ
うに変形可能に形成しながら、シール面２５およびシール部材２７を収容する凹部の変形
を抑制する。
【００６０】
　コアプレート６は、リブ７４５を有する。リブ７４５の深さは、リブ４５の深さより浅
い。リブ７４５の底部は、シール面２５に到達しない。リブ７４５の両端と、シール面２
５との間には、コアプレート６の内側に向けて凸となる肩部７４５ａが形成されている。
肩部７４５ａの曲面は、隆起部２６における肩部２６ａの曲面より小さい曲率を有する。
言い換えると、肩部７４５ａの曲面は、肩部２６ａの曲面よりなだらかである。肩部７４
５ａは、シール部材２７のリブ７４５内へ向かう変形を抑制する。
【００６１】
　サイドスリット７４１の長さ方向ＬＤにおける幅は、リブ７４５の長さ方向ＬＤにおけ
る幅と等しい。これらの幅の範囲において、コアプレート６は、矢印ＴＤの方向へ変形し
やすい。リブ７４５は、リブ７４５におけるコアプレート６の変形を容易にするが、シー
ル面２５およびシール部材２７を収容する凹部の変形を抑制する。この実施形態でも、コ
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アプレート６とチューブ７との間における歪が抑制される。
【００６２】
　第８実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。先行する実施形
態では、リブ４５は、Ｕ字状断面を有している。これに代えて、リブ４５は多様な断面形
状を有することができる。図１８において、コアプレート６は、リブ８４５を有する。リ
ブ８４５は、Ｖ字状断面を有している。リブ８４５は、先行する実施形態のリブ４５に代
えて用いることができる。この実施形態でも、リブ８４５によってコアプレート６とチュ
ーブ７との間における歪が抑制される。
【００６３】
　第９実施形態
　この実施形態は、先行する実施形態を基礎的形態とする変形例である。上記実施形態で
は、サイドスリット４１、７４１によってサイド変形可能部を形成している。これに代え
て、サイド変形可能部は、多様な形状によって提供することができる。例えば、列状に配
置された複数の貫通穴によってサイド変形可能部を提供することができる。また、側壁２
２に設けられたＵ字状、Ｓ字状などの湾曲部によってサイド変形可能部を提供することが
できる。
【００６４】
　図１９は、サイド変形可能部９４１を示す斜視図である。図中には、エンド領域ＥＲに
おける底板２１と側壁２２とが図示されている。サイド変形可能部９４１は、底板２１と
側壁２２とにわたって形成された貫通穴９４１ａを有する。貫通穴９４１ａは、底板２１
と側壁２２との間の角部に位置づけられている。サイド変形可能部９４１は、側壁２２の
縁から高さ方向ＨＤに沿って延びる湾曲部９４１ｂを有する。湾曲部９４１ｂは、縁と貫
通穴９４１ａとの間にわたって設けられている。湾曲部９４１ｂは、高さ方向ＨＤに沿っ
て延びる峰と谷とを形成している。湾曲部９４１ｂは、コアプレート６の外側に向けて突
出している。この実施形態によると、貫通穴９４１ａと湾曲部９４１ｂとがコアプレート
６の変形を可能とする。これにより、コアプレート６とチューブ７との間における歪が抑
制される。
【００６５】
　他の実施形態
　この明細書における開示は、例示された実施形態に制限されない。開示は、例示された
実施形態と、それらに基づく当業者による変形態様を包含する。例えば、開示は、実施形
態において示された部品および／または要素の組み合わせに限定されない。開示は、多様
な組み合わせによって実施可能である。開示は、実施形態に追加可能な追加的な部分をも
つことができる。開示は、実施形態の部品および／または要素が省略されたものを包含す
る。開示は、ひとつの実施形態と他の実施形態との間における部品および／または要素の
置き換え、または組み合わせを包含する。開示される技術的範囲は、実施形態の記載に限
定されない。開示されるいくつかの技術的範囲は、特許請求の範囲の記載によって示され
、さらに特許請求の範囲の記載と均等の意味及び範囲内での全ての変更を含むものと解さ
れるべきである。
【００６６】
　上記実施形態では、エンド領域ＥＲの中に、サイドスリット４１、７４１、およびリブ
４５、７４５、８４５の少なくともひとつを設けている。これに代えて、ひとつのサイド
スリット４１、７４１に代わる複数のサイドスリットを設けてもよい。また、エンド領域
ＥＲの外に追加的なスリットを設けてもよい。例えば、複数のチューブ７が配置されてい
る領域において、側壁２２にスリットが設けられていてもよい。例えば、複数のチューブ
７が配置されている領域において、底板２１にリブが設けられていてもよい。また、サイ
ドスリット４１、７４１とリブ４５、７４５、８４５との組は、エンド領域ＥＲの外に追
加的に設けられてもよい。
【００６７】
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　上記実施形態では、サイドスリット４１、７４１とリブ４５、７４５、８４５との組は
、コアプレート６の長さ方向ＬＤにおける同じ位置に配置されている。これに代えて、組
をなすサイドスリット４１、７４１とリブ４５、７４５、８４５とは、コアプレート６の
長さ方向ＬＤにおいてずれて配置されてもよい。
【００６８】
　上記実施形態では、補強プレート９は、コアプレート６の外側面に接合されている。こ
れに代えて、補強プレート９は、チューブ７のようにコアプレート６に挿入され、機械的
に連結され、および／または接合されてもよい。
【００６９】
　上記実施形態では、サイドスリット４１、７４１およびエンドスリット４３、７４３は
、まっすぐの直線状のスリットによって提供されている。これに代えて、円弧状、Ｓ字状
、クランク状など多様な形状のスリットを採用することができる。
【００７０】
　上記実施形態では、サイドスリット４１、７４１およびエンドスリット４３、７４３は
、側壁２２の縁から底板２１と側壁２２との境界の角部まで到達している。これに代えて
、サイドスリット４１、７４１およびエンドスリット４３、７４３の深さが、チューブ７
と補強プレート９との間に大きな温度差が生じた場合にコアプレート６が変形可能な深さ
であればよい。言い換えると、サイドスリット４１、７４１およびエンドスリット４３、
７４３の深さは、コアプレート６の変形を許容できる深さである。
【００７１】
　上記実施形態では、隆起部２６を横断する連続したリブ４５、７４５、８４５を設けて
いる。これに代えて、リブ４５、７４５、８４５の中に、部分的な隆起部が設けられてい
てもよい。この場合、リブは、複数の部分に分断される。この形状でも、底板２１は、リ
ブが形成されている部位において変形しやすい。
【符号の説明】
【００７２】
　１　熱交換器、　２、３　タンク部、　４　コア部、
　５　タンクカバー、　６　コアプレート、　７　チューブ、
　７ａ　最初のチューブ、　８　アウタフィン、　９　補強プレート、
　１１　媒体回路、　１２　熱源装置、
　２１　底板、　２２　側壁、　２３　端壁、　２４　フック部、
　２５　シール面、　２６　隆起部、　２７　シール部材、
　２８、５２８、６２８　第１接合片、　２９　傾斜部、
　３１　第２接合片、　３２　端壁部、　３３　連結部、
　４１、７４１　サイドスリット（サイド変形可能部）、９４１　サイド変形可能部、
　４３、７４３　エンドスリット（エンド変形可能部）、
　４５、７４５、８４５　リブ、
　ＢＲ　接合部、　ＥＲ　エンド領域。



(15) JP 6421781 B2 2018.11.14

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】



(16) JP 6421781 B2 2018.11.14

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】



(17) JP 6421781 B2 2018.11.14

10

フロントページの続き

(72)発明者  中村　正也
            愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地　株式会社デンソー内

    審査官  西山　真二

(56)参考文献  特開２００７－１７０７４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２７２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１３２５７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１２０８２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２８Ｆ　　　９／００　　－　　９／２６
              Ｆ２８Ｄ　　　１／０５３　　　
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

